
東海大学付属静岡翔洋高等学校・中等部

分野 重点目標 成果と課題 評価 改善策

学
習
指
導

（
教
務
主
任

）

基礎学力の定着と
授業の充実

・朝学習を実施。4月の試験に向け意識が
高まっている。
・学園基礎学力定着度試験の模擬試験を
実施。４月の本番に向け中期的な学力育
成に努めている。
・iPadなどの機器を導入し、活用をすすめ
ている。
・チャイムと同時に授業を始めることを徹底
した。
・３回の授業評価を通じて授業の見直しを
行い、改善を図った。
・「高校現代文明論」での公開授業におい
て、他の付属高校との意見交換を行った。
・生徒が授業に参加する姿勢は、年度当初
より向上し、落ち着いた雰囲気の中で積極
的に学習に取り組むことができた。
・大学進学のための基礎学力養成に工夫
を凝らすと同時に、定期試験毎の50傑の掲
示や表彰により、生徒の学習意欲の向上
を図ることが出来た。

3.3

・生徒の躓き箇所の確認を行い、中等部・
高校の連携の中で、ＩＴ環境なども利用し
て、学び直しの機会を定期的に与える。
・自学自習のできる生徒を育てる工夫を、
自学の試行、日々の授業、「スタディサプ
リ」の奨励、家庭との協力で実現する。
・教員は研究授業や、相互授業参観などを
通じて、授業力を上げる努力をする。
・大学進学を想定した基礎学力の定着に、
教科担当、クラス担任、学年で対応する。

ク
ラ
ス
指
導

（
生
徒
指
導
主
任

）

・遅刻・欠席のな
いクラスづくり
・いじめのない、お
互いが高めあえる
クラスづくり

・担任は生徒間の好ましい人間関係の構
築に努め、いじめのないクラスづくりができ
た。
・担任は個々の生徒にクラス・学校の一員
としての自覚を促し、その役割を十分に果
たさせることができた。
・各学年が遅刻や欠席の少ないクラスづく
りに努め、遅刻や欠席は特定な生徒だけ
になりつつある。
・昨年同様、学年が低い程、生徒は学校が
楽しいと評価している。
・満足度など、生徒、教員共々、改革の手
応えを感じているらしく、昨年度よりも高い
評価を得られた。

3.8

・地域の人々に暖かく見守られ、歓迎させる
中・高生であるように、意識付けと指導を日
常的に行う。
・担任と教科担当は生徒の学習環境をきち
んと管理すると同時に頭髪、服装の指導に
も常に心がける。
・公共の場でも常に生徒が本校の一員であ
ることを自覚した行動ができるように指導を
行う。
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学
校
運
営

（
教
頭

）

年間教育目標の
実践と点検・現状
における課題の解
決および改善に努
める

・一人ひとりの教員が校長の下で、学園・
学校の教育方針を理解し、最大限の努力
をして教育に取り組んだ。
・教職員は生徒募集目標達成の為に保護
者・地域との連携や情報発信に努めた。
・「変わる静岡翔洋」のスローガンの下、学
習、生徒指導を中心に積極的に学校改革
に努め、周囲から高評価を得た。
・非常勤講師の割合が高く、教員間の意思
の疎通・連携が難しかった。
・若手教員のOJTが確立されず、教師文化
やノウハウが継承されにくい。今後数年で
大量退職の年を迎える不安が大きい。

4.1

・学園・学校の基本的な教育方針を十分に
理解し、具体的な目標を持って日々の授業
や生徒指導に取り組む。
・本校の生徒の頑張りや教育の特色をHP
やFBに取り上げ、広報誌の配布の二本立
てで実施し、情報発信に努める。
・業務の合理化を行い、無駄を省き、生徒と
接する時間を増やす。
・非常勤講師との連携を教科・学年ベース
で密にする。（ミッタシステム利用）
・学年や教科での連携を授業互見などによ
り強化する。行事の振り返り等をきちんとし
次年度につなげる。



生
活
指
導

（
生
徒
指
導
主
任

）

社会ルールとマ
ナー指導の徹底

・本年度も生徒部として、「挨拶、礼儀、身
だしなみ、美しい環境づくり」を目指し活動
した結果、生徒に浸透してきていると感じ
る。
・登下校のマナーについて、近隣からの苦
情も減少した。しかし、自転車事故につい
ては、なくならない現状であった。
・教職員は校内の設備、整備の指導を意識
して行った。いつでも、どこでも常に美しい
環境を今後とも継続していくことが必要で
ある。
・生徒の頭髪、服装に関しては、生徒の自
覚を促すと同時に全教員で同じ視線で徹
底していく必要がある。

4.1

・地域の人々に「挨拶、礼儀、身だしなみ、
美しい環境つくり」を目標に教育活動を実行
していることを認識していただけるように日
常的に生徒指導をしていく。
・担任と教科担当は生徒の学習環境をきち
んと管理すると同時に頭髪、服装の指導に
も常に心がける。
・登下校のマナーについて、引き続き指導
を強化しながら、自転車事故等起こさない
ように自覚した行動ができるように指導を
行う。

進
路
指
導

（
進
路
指
導
主
任

）

キャリア意識や適
性からの進路発
見と主体的な進路
準備

・付属校生としてのメリットを生かすため、
入学後より、付属推薦を中心に進学情報を
提供して意識を高める一方、自分の興味・
適性をベースとした職業観の醸成に取り組
めた（進路適性検査、現代文明論、かけは
しプロジェクト、各種進路説明会・講演会）。
・進学・就職とも面接指導の必要な生徒に
は、学級担任を中心に的確な個別対応が
できた。
・早期で進路決定する生徒への事前課題
指導にこまめに個別対応できた。

4.1

・一人ひとりが後悔の無い進路選択をでき
るように、付属生のメリットの大きさ、および
進路決定までの流れの周知を確実に行う。
・キャリア意識の向上につながるような情報
発信をさらに行う。
・日々の学習が進路選択において重要であ
ることをしっかり認識させ、基礎学力の定着
への意識を向上させる。
・進学/就職を問わず、自ら進んで情報収
集や手続きに動くよう、学級担任を中心に
進路活動に主体性を持つ指導を心がける。

特
別
活
動

（
生
徒
主
任

）

生徒会活動と部活
動の活性化

・部活動への取り組みに対する評価は、生
徒、保護者、教職員ともに共通して高い。
・委員会活動や係の仕事への取り組みを
通した指導に若干の不足があった。 4.1

・勉強と部活動の両立、部活より勉強、と言
いながらも学習への取り組みの低さは大き
な課題である

研
究
・
研
修

（
研
究
主
任

）

公開授業の定期
化
及び教員研修を
充実させる

・保護者向け公開授業を2回実施し、多数
の参観者を頂けた。
・教科別研究授業を実施、教員研修を行い
授業力アップに努めた。
・年三回の学校評価アンケート実施、教員
にすぐに報告し、改善を促した。
・学校関係者評価委員の授業見学もあり、
手厳しくも暖かい励ましの言葉をいただい
た。
・高校２年アクセル・ベーシックの研修旅行
を滞りなく実施させることができた。

そ
の
他

生活習慣改善プロジェクト実施

・授業評価アンケートと公開授業の結果でベストティー
チャー賞を決める。
・学校報を月１回発刊することで、生徒・保護者へ校内の
様子を伝える。
・現代文明論推進員会にて内容の充実をはかる。
・教員研修及び教科別研究授業を実施することで、今後
の社会におけるニーズに答えられるように、、ＩＣＴ教育・
アクティブラーニングの手法を用いて、更なる授業のス
キルアップを目指す。


